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最先端のAI基盤技術を様々な産業分野に早急に展開し、データ収集とAI解析により価値創出を図るため、産学官の
オープンイノベーションによる先進的利活用モデルの開発や国際標準化を推進し、新たな価値創出基盤となる
「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」の構築と社会実装を推進する。

【平成29年度予定額：6.0億円】

「IoT/BD/AI情報通信プラットフォーム」社会実装推進事業

○ IoT/ビッグデータ（BD）/人工知能（AI）により産業構
造の変革を迫る「第４次産業革命」が急速に進行。欧米
では産学官をあげ取組を加速。
○ 国際競争力確保のため、IoTで収集したデータをAIで解
析することで新たな価値創出を図る基盤となるIoT/BD/AI
情報通信プラットフォーム」構築が急務。

【これまでの取組・現状】 【目標・成果イメージ】

○様々な産業分野に応じた先進的な利活用モデルを構築、
国際標準を獲得するとともに、「IoT/BD/AI情報通信プ
ラットフォーム」の構築と社会実装を行う。

○多様な分野で人間と自在な対話が可能な次世代サービス
等のAI技術を活用した新たなサービスが実現。


